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滋
賀
県
知
事
は
、８
月

21
日
の
定
例
会
見
で
、
い
じ

め
等
子
供
の
人
権
問
題
解
決

に
向
け
た
条
例
制
定
を
検
討

し
て
い
く
考
え
を
示
さ
れ

た
。
昨
年
、
本
市
で
も
発
生

し
た
い
じ
め
等
に
対
し
て
事

案
解
決
に
向
け
た
条
例
制
定

の
必
要
性
は
。

 

教
育
長

　

教
育
委
員
会
で
は
、
す
で

に
い
じ
め
対
策
指
針
に
基
づ

き
、
い
じ
め
対
策
を
進
め
て

い
ま
す
。
各
学
校
で
は
ス
ト

ッ
プ
い
じ
め
行
動
計
画
に
基

づ
き
、
教
員
、
子
ど
も
、
保

護
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

い
じ
め
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し

ま
し
て
は
、
本
年
３
月
に
策

定
し
ま
し
た
「
高
島
市
い
じ

め
対
策
指
針
」
に
基
づ
き
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期

発
見
、
早
期
対
応
、
早
期
解

決
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組

み
ま
す
。

高
島
市
交
通
対
策
問
題
に

つ
い
て

道
路
に
つ
い
て

 

国
道
１
６
１
号
線
青
柳

交
差
点
の
改
良
計
画
は
。

 

市　

長

　

事
業
費
７
、２
０
０
万
円

で
、
青
柳
北
の
交
差
点
改
良

が
計
画
さ
れ
、
土
質
調
査
お

よ
び
詳
細
調
査
設
計
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

 

湖
北
バ
イ
パ
ス
（
海
津

〜
西
浜
間
）
の
事
業
内
容

は
。 

事
業
費
1
億
円
で
、
海

津
地
区
の
用
地
測
量
と
物
件

調
査
の
ほ
か
、
一
部
用
地
取

得
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

 

小
松
拡
幅
（
高
島
市
勝

野
〜
大
津
市
北
小
松
間
）
の

事
業
内
容
は
。

 

事
業
費
1
億
円
で
、
北

小
松
地
区
２
・
４
㎞
の
バ
イ

パ
ス
部
の
用
地
測
量
お
よ
び

用
地
取
得
が
実
施
さ
れ
ま

す
。 

志
賀
バ
イ
パ
ス
（
大
津

市
北
小
松
〜
荒
川
間
）
の
本

年
暫
定
２
車
線
の
供
用
開
始

予
定
は
。

 

事
業
費
２
億
４
、０
０ 

０
万
円
で
、
北
比
良
地
区
周

辺
整
備
が
実
施
さ
れ
、
こ
の

秋
に
は
暫
定
2
車
線
で
の
供

用
開
始
予
定
で
す
。

 

国
道
３
０
３
号
線
追
分

工
区
の
道
路
改
築
事
業
は
。

 

今
後
は
延
長
４
・
１
㎞

を
5
工
区
に
分
け
て
計
画
が

さ
れ
て
お
り
、
平
成
26
年
度

供
用
開
始
予
定
の
ト
ン
ネ
ル

部
を
含
む
梅
原
方
面
ま
で
の

改
良
延
長
１
、５
７
０
ｍ
を

始
め
、
随
時
各
工
区
が
実
施

さ
れ
供
用
が
図
ら
れ
る
予
定

で
す
。

鉄
道
に
つ
い
て

 

県
と
関
係
４
市
で
作
る

北
陸
新
幹
線
連
絡
調
整
会
議

で
、
敦
賀
以
西
延
伸
に
湖
西

線
を
経
由
す
る
フ
リ
ー
ゲ
ー

ジ
の
導
入
案
に
つ
い
て
、
安

全
性
と
在
来
線
に
対
す
る
影

響
は
。

 

国
の
軌
間
可
変
技
術
評

高
島
市
い
じ
め
等
防
止
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

高
島
市
い
じ
め
等
防
止
条
例
の

高
島
市
い
じ
め
等
防
止
条
例
の

高
島
新
政
ク
ラ
ブ

宮内 英明 議員

価
委
員
会
で
安
全
・
安
定

走
行
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
更
に
新
た
な
試
験
車
両

の
開
発
と
走
行
試
験
な
ど
の

分
析
・
検
証
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し

ま
す
。

 

鉄
道
と
地
域
社
会
を
考

え
る
上
で
、
交
通
基
盤
の
整

備
と
地
域
振
興
に
、
琵
琶
湖

若
狭
湾
快
速
鉄
道
の
存
在
意

義
と
期
待
効
果
は
。

 

新
た
な
物
流
の
拡
大
等

地
域
構
造
の
再
編
は
期
待
で

き
ま
す
が
、
採
算
性
や
財
源

確
保
等
不
明
な
点
も
あ
り
、

市
と
し
て
は
必
要
性
は
も
と

よ
り
、
経
済
波
及
効
果
等
も

含
め
、
よ
り
慎
重
に
議
論
・

検
討
を
重
ね
対
応
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

高
島
市
環
境
都
市
宣
言
に

つ
い
て

 

市
の
素
晴
ら
し
い
環
境

を
将
来
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、「
環
境
都
市
宣
言
」

を
す
べ
き
で
は
。

 

市
民
・
団
体
・
事
業

者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

環
境
保
全
に
取
り
組
む
た
め

に
は
、
有
益
な
方
法
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
今
後
、
環
境

施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
く

中
で
、「
環
境
都
市
宣
言
」

の
実
施
等
に
つ
い
て
判
断
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
高
島
市
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

◆
犬
の
多
頭
飼
育
業
者
の
適

正
指
導
を
問
う
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い
じ
め
防
止
条
例
で
学

校
で
の
い
じ
め
が
な
く
な
り

ま
す
か
。「
子
ど
も
権
利
条
例
」

等
を
制
定
す
べ
く
子
ど
も
も

大
人
も
議
論
と
学
習
を
。

 

教
育
長

　

条
例
制
定
だ
け
で
は
、
い

じ
め
等
の
防
止
は
出
来
ま
せ

ん
。
家
庭
・
学
校
・
地
域
社

会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
と
役

割
を
確
認
し
、
気
づ
い
た
ら

声
か
け
を
す
る
等
、
社
会
の

意
識
を
変
え
、
繰
り
返
し
、

継
続
的
に
目
的
が
果
た
せ
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

 

学
校
・
人
事
評
価
や
各

種
報
告
業
務
を
減
ら
し
、
先

生
の
多
忙
化
を
解
消
し
て
、

授
業
準
備
や
児
童
生
徒
と
向

き
合
う
時
間
を
増
や
せ
な
い

か
。 

主
席
教
育
次
長

　

学
校
で
は
年
度
当
初
に
各

種
計
画
を
策
定
し
、
実
践
、

評
価
、
改
善
と
い
う
サ
イ
ク

ル
の
も
と
で
、
よ
り
よ
い
学

校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る

た
め
、
一
定
の
報
告
業
務
は

必
要
と
考
え
ま
す
。

 

少
人
数
学
級
編
成
で
、
子

ど
も
と
先
生
が
心
を
通
わ
せ
る

ゆ
と
り
あ
る
学
校
環
境
を
。

 

少
人
数
学
級
編
制
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
望
ま
し
い

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
特
例

を
除
き
現
在
の
制
度
の
中
で

は
出
来
ま
せ
ん
。

 

今
津
西
小
学
校
統
廃
合

問
題
は
、
何
よ
り
も
保
護
者

の
意
志
の
尊
重
を
。

 

教
育
長

　

第
一
に
子
ど
も
に
と
っ
て

望
ま
し
い
学
校
教
育
環
境
を

考
え
、
統
廃
合
を
推
進
す
る

方
向
で
進
め
ま
す
。

 

市
教
委
は
年
度
当
初
の

市
議
会
で
、
教
育
所
信
の
表

明
を
。

 

教
育
に
関
す
る
重
要
事

項
は
、
市
長
の
施
政
方
針
に

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
改
め

て
所
信
を
述
べ
る
予
定
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

環
境
セ
ン
タ
ー
延
命
策
は

公
正
さ
透
明
性
保
つ
方
策

を 

延
命
化
事
業
は
、
現
セ

ン
タ
ー
を
設
計
・
建
設
し
た

関
係
者
の
み
で
な
く
、
複
数

の
専
門
家
体
制
で
公
平
さ
と

透
明
性
を
保
て
る
方
策
を
。

 

市　

長

　

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
の
技

術
的
な
支
援
や
提
案
を
受
け

な
が
ら
、
ご
み
処
理
施
設
の

構
造
を
熟
知
し
た
委
託
業
者

を
選
定
し
、
適
切
な
延
命
化

計
画
に
な
る
よ
う
努
め
ま

す
。育

林
か
ら
活
用
の
時
代
へ

 

「
公
共
建
築
物
に
お
け

る
市
内
産
木
材
利
用
方
針
」

を
策
定
中
で
す
が
、
公
共
事

業
発
注
で
木
材
利
用
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
か
。

 

市　

長

　

方
針
で
は
、
公
共
建
築
物

に
お
け
る
市
内
産
材
の
積
極

的
な
利
用
を
明
記
す
る
と
と

も
に
、
備
品
や
公
共
土
木
工

事
等
で
の
資
材
に
つ
い
て
も

活
用
を
検
討
し
ま
す
。

 

演
習
場
周
辺
の
住
宅
防

音
工
事
が
始
ま
り
、
関
係
者

の
期
待
は
高
ま
り
ま
す
。
市

内
建
築
業
者
が
優
先
的
に
受

注
で
き
、
市
内
産
木
材
利
用

推
奨
の
仕
組
み
は
。

 

対
象
地
域
の
拡
大
に
向

け
粘
り
強
く
働
き
か
け
、
地

元
業
者
へ
の
受
注
機
会
拡
大

の
た
め
、
関
係
機
関
と
一
緒

に
取
り
組
み
ま
す
。

安
全
で
安
価
な
市
上
水
を

 

所
得
格
差
が
拡
大
し
、

生
活
困
窮
者
が
増
し
滞
納
が

増
え
て
い
ま
す
。
上
水
道
料

金
納
付
で
、
丁
寧
な
納
付
対

応
が
出
来
て
い
る
か
。

 

市　

長

　

文
書
や
電
話
に
よ
る
催
告

は
も
と
よ
り
、
滞
納
者
の
経

済
状
況
等
に
応
じ
た
納
付
計

画
を
定
め
、
滞
納
額
の
早
期

圧
縮
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

私
設
水
道
の
修
繕
と
水

質
検
査
に
市
助
成
を
。

 

上
下
水
道
部
長

　

現
段
階
で
は
、
施
設
そ
の

も
の
が
個
人
の
施
設
で
あ
る

た
め
、
補
助
金
等
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

◆
観
光
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

整
備
で
、
市
が
主
体
的
に

検
証
と
分
析
が
で
き
て
い

る
か

少
人
数
学
級
編
成
で

ゆ
と
り
あ
る
学
校
環
境
を
つ
く
れ

少
人
数
学
級
編
成
で

少
人
数
学
級
編
成
で

日
本
共
産
党
高
島
市
会
議
員
団

森脇　徹 議員

稼働後10年目を迎えた環境センター




